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般
小
屋
温
泉
で

″鮎
ま
つ
り
″

恒
例
に
な
っ
た
鮎
ま
つ
り
は
、
今
年

で
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

新
鮮
な
鮎
が
、
炭
火
で
つ
ぎ
っ
ぎ
に

塩
焼
き
に
さ
れ
て
い
く
。
訪
れ
た
家
族

づ
れ
や
ア
ベ
ッ
ク
な
ど
、
鮎
と
ビ
ー
ル

を
手
に
夏
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。■

こ

よ

み

■

１
日
　
船
小
屋

温
泉
花
火
大
会

２
日
　
体
力
づ

く
り
少
年

水
泳
大
会

３
日
　
校
区

公
民
館
対
抗
親
善

野
球
大

会

（
二
日
目
＝

１０
日
）

５
日
　
農
業

委
員
会

６
日
　

広
島
原
爆
記
念

日

９
日
　
長
崎
原
爆
記
念

日

市
内

一
周

ナ
イ

ト

ハ
イ
キ

ン
グ

・４
日
　
久

富
区
熊

野
神
社
盆

綱
引
き

・５
日
　
月
お
く
れ
盆
　
□
終

戦
記
念

日

２０
日
　
行
政
区
長
会

２５
日
　
水
田
天
満
宮
千
燈

明
祭

３０
日
　
文
化
振
興
事
業
第

１３
回
例
会

「

日

。
中
交
流
合
同
演
奏
」

３．
日
　

筑
後

地
区
銃
剣

道
大
会

〔
定
例
講
座

・
学
級
〕

保
健
福
祉
学
級

（
２６
日
）

〔
相
談
〕

心
配
ご

と
相
談

・
交

通
事
故

相
談

（
７

・
‐４

・
２．

．
２８
日
）、
人
権
相

談

（
１３
日
）、
行
政
相
談

。
消
費
生
活
相

談

（
２０
日
）、
妊
婦
相

談

（
１４

・
２８
日
）

年
金

相
談

（
２５
日
）

今
月

の
税
　
市
民
税
　
第

２
期

国
民
健
康
保
険
税
第

２
期

筑後 市の シ ンボル

市の木 クス ノキ
市の花 サザ ンカ8月 号  昭禾日61年 (1986年 )

□印刷 筑後印刷社  毎月1日発行

□発行 福岡県筑後市役所  編集 企画課  でんわ個53-4111
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みんなで一歩前進を

身元調査おことわり運動

七
月

一
日
か
ら
二
十

日
ま

で
は
、
福

岡
県
下
あ
げ

て

「
同
和

問
題
啓
発
強

調
月
間
」

で
し
た
。
筑
後
市

で
も
、

七
月
八
日
、
勤

労
婦

人

セ

ン
タ
ー
で
第

五
回
人
権
啓
発
推
進
大
会
が
市

人
権
啓
発
推
進
協
議
会

（
人
権
協

）
の
主
催

で
開
催

さ
れ
、
市
民

に
人
権
尊
重
、
差
別
撤
廃
―

と
く

に

「
身
元
調
査

る

こ

と
わ
り
運
動
」

の
推
進
を
強
く
よ
び

か
け
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
。

◇
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動
方
針

人
権
協
で
は
、
重
点
目
標
の
身
元
調

査
お
こ
と
わ
り
運
動
の
実
践
（方
針
）を

次
の
よ
う
に
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

身
元
調
査
は
、
な
ぜ
悪
い
の
か

①
身
元
調
査
は
、
差
別
に
つ
な
が
る
か

ら
許
せ
ま
せ
ん
。
結
婚
や
採
用
の
と
き

家
柄
や
出
身
、
家
庭
環
境
、
障
害
者
の

有
無
な
ど
を
秘
か
に
調
べ
る
こ
と
は
、

身
元
調
査
で
、
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す

②
身
元
調
査
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
に
な
る
の
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

他
人
に
関
す
る
情
報
を
、
勝
手
に
調

べ
た
り
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
な
る
の
で
す
。

み
ん
な

で
話

し
合

い
。

申
し
合
わ
せ
の
実
行
を

ど
ん
な
運
動
を
す
す
め
た
ら
よ
い
か

そ
の
方
法
は

・①
家
庭
や
地
域
、
企
業

・
職
場
な
ど
で

よ
く
話
し
合
い
、

「身
元
調
査
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
、
実
践
す
る
。

②
話
し
合
い
の
と
き
、
映
画

「明
子
の

愛
、
そ
し
て
―
―
」
を
観
賞
す
る
。

③

「身
元
調
査
る
こ
と
わ
り
」
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
各
戸
に
貼
る
。

④
市
役
所
の
窓
口
で
、
み
だ
り
に
他
人

の
戸
籍
や
住
民
票
を
調
べ
な
い
。

詳
し
い
こ
と
は
同
和
対
策
室
か
社
会

教
育
課
へ
。

人
権
協
と
基
本
法
実
行
委

の

加

盟

団

体

等

人
権
協
加
盟
及
び
基
本
法
実
行
委

員
会
の
加
盟
団
体
と
個
人
会
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（団
体
）
市
、
市
教
育
委
員
会
、
市

議
会
、
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
行
政
区
長
会
、
民

生
委
員
協
議
会
、
公
民
館
連
絡
協
議

会
、
商
工
会
議
所
、
農
業
協
同
組
合

学
校
同
和
教
育
研
究
協
議
会
、
小
中

学
校
校
長
会
、
父
母
教
師
会
連
合
会
、

連
合
婦
人
会
、
青
年
サ
ー
ク
ル
連
絡

協
議
会
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
保
育
所
連
盟
、
身
体
障

害
者
福
社
会
、
母
子
寡
婦
福
祉
会
、

私
立
幼
稚
園
協
議
会
、
企
業
内
同
和

問
題
研
修
推
進
協
議
会
、
青
年
会
議

所
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
部
落
解
放
同
盟
三
支

部
連
絡
協
議
会
、
地
区
労
働
組
合
協

議
会
、
地
区
同
盟
、
水
田
校
区
同
和

問
題
を
考
え
る
地
域
住
民
の
会

―
以
上
、
二
十
九
団
体

（単
位
団
体

を
通
算
す
る
と
延
三
〇
四
団
体
）

〈個
人
会
員
〉
菊
池
撤
之

（浄
弘
寺

住
職
）
、
寿
美
法
道

（地
光
寺
住
職
）

世
良
田
元

（日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
羽

犬
塚
教
会
牧
師
）
以
上
二
人

各

々

の

立

場

か

ら

一四

人

が

意

見

発

表

大
会
で
は
、　
一
九
八
六
年
度
の
人
権

啓
発
活
動
方
針

（後
述
）
の
説
明
の
後
、

次
の
四
人
の
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

①
企
業
の
立
場
か
ら
～
松
岡
英
機
さ
ん

（
ア
ポ
ロ
電
子
工
業
人
事
課
長
）

「自
分
の
会
社
は
昨
秋
の
採
用
試
験

に
応
募
し
た
高
校
生
に
対
し
身
元
調
査

を
し
た
。
い
ま
き
び
し
く
反
省
し
、
今

ま
で
の
会
社
の
体
質
を
洗
い
直
し
、
企

業
の
社
会
的
責
任
を
自
党
し
て
新
た
な

出
発
～
研
修
を
開
始
し
て
い
る
。
」

②
地
域
の
立
場
か
ら
～
山
本
隆
さ
ん

（水
団
校
区
同
和
問
題
を
考
え
る
会
副

会
長
、
水
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

「水
田
校
区
は
、
同
和
対
策
事
業
の

周
辺
地
域
へ
の
拡
大
を
機
に
同
和
問
題

を
真
剣
に
受
け
と
め
、
住
民
の
会
を
結

成
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
質
問
教
室
や
通

学
道
路
の
建
設
か
ら
同
和
問
題
を
我
が

事
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

③
被
差
別
の
立
場
か
ら
～
田
中
隆
雄
さ

ん

（部
落
解
放
同
盟
筑
後
地
協
青
年
部

長
）「確
か
に
事
業
の
進
展
を
得
て
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
確
実
だ
。

し
か
し
、
ま
だ
雇
用
や
教
育

の
実
態

は
悪

い
。
ま
た
大
蔵
住
宅
事
件
口

の
よ

う
な
悪
質

な
差
別
事
件
も
お
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
ぜ

ひ
部
落
解
放
基
本
法
を
勝

ち

と
り
た

い
戯

　

「
，

①

行
政

の
立
場

か
ら
”

下
川
郁

男
さ
ん

（
市
教
委
社
会
教
育
課
長

）

「
昨
年

実
施
し
た
市
民
意

識
調
査
を

み

て
も
市
民

の
人
権
意

識
は
決
し

て
高

く
は
な
く
、
今
後

の
啓
発
努
力
を
痛
感

す
る
。
ま
た
教
育
、
雇
用
、
差
別
事
象

の
実

態
を

み
る
と
き
、
行
政

と
し

て
も

基
本
法

の
実

現
を

め
ざ
す
も

の
で
あ

る
哩

人
権

ス
テ

ッ
カ
ー
や

地
域
懇
談
会
の
計
画
も

大
会

で
発
表
さ
れ
た

一
九
八
六
年

度

人
権
啓
発
活
動
方
針

（
要
旨

）
は
次

の

と
お
り

で
す
。

◇

基
本
方
針

に
掲
げ

る
重
点
目
標
は
、

本
年
も
①

予
断
と
偏

見

の
排
除
を
め
ざ

す
学

習
活
動

の
推
進

と
②

明
る

い
ま
ち

づ
く

り
を
め
ざ
す
身
元
調
査
る

こ
と
わ

り
運
動

の
推
進

の
二
点

で
す
。

こ
の
た
め
、
今
年

か
ら
新

規

の
活
動

と
し

て
①

人
権

ス
テ

ッ
カ
ー
の
表
示
と

②
行
政
区
ご

と

の
地
域
懇
談
会
を

計
画

(2)
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同和基本法の制定を願い

実行委員会を結成

同
じ

八
日
、
第
五
回
人
権
啓

発
推

進
大
会

に
引
続

き
、
筑
後
市

「
同
和
問

題
早
期
解
決

の
た
め

の
基
本

法
」
制
定
促
進
実
行
委
員
会

（略
称

「
基
本
法

実
行
委
」

）
の
結
成
大
会

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会

は
、
最
後

に

「
基
本
法
」

の
早
期
制
定
を
求

め

る
決
議
を

し

て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
が
、
筑
後
市

で
も
、

こ
れ
を
機

に
全
国

の
運
動

と
連
携

し

て
、

「
同
和
基
本
法
」
制
定
促
進
運
動

が
高

ま
る
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。

人
権
協
を
母
体
に
結
成

会
長
に
　
寿
美
法
道
氏

大
会

は
、
経
過
及
び
趣
旨
説

明

の
後

人
権
協
加
盟

の
二
十
九
団
体

と
個
人
会

員
四
人
が
賛
同
し
、
筑
後

市

「
同
和
問

題
早
期
解
決

の
た
め

の
基
本

法
」
制
定

促
進
実
行
委
員
会

（略
称

。
基
本

法
実

行
委

）
を
結
成
す

る

こ
と
を
万
場

一
致

で
承
認

し
ま
し
た
。

役
員

は
、
会
長

に
人
権
協
会

長

の
寿

美
法
道
氏

、
他

の
役
員
も
人
権
協

役
員

が
そ

の
ま
ま
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

さ

て
、

こ
の
基
本
法
実
行
委

は
、
次

の
よ
う
な
趣
旨

で
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

同
和
問
題
は
、
基
本
的
人
権
の
問
題

と
し
て
早
急
な
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
め
昭
和
四
十
年
の
同
和

対
策
審
議
会
答
申
を
受
け
、
四
十
四
年

に
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

（同
対

法
）
か
ら
現
行
の
地
域
改
善
特
別
措
置

法

（地
対
法
）
ま
で
十
七
年
間
に
わ
た

る
同
和
対
策
事
業
の
進
展
で
環
境
整
備

等
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
地
対
法
も
、
来
年
二
月
末
に
期

限
切
れ
を
迎
え
ま
す
が
、
実
態
は
就
業

や
教
育
等
の
面
で
未
解
決
で
あ
り
、
ま

た
大
蔵
住
宅
事
件
的
の
よ
う
な
悪
質
な

差
別
事
件
も
多
数
お
き
て
い
ま
す
。

従
っ
て
今
後
さ
ら
に
、
総
合
的
な
施

策
を
め
ざ
す
新
た
な
法
律
と
し
て
国
の

責
任
と
課
題
、
事
業
や
啓
発
の
推
進
、

差
別
規
制
等
の
内
容
を
合
む
同
和
基
本

法
が
ぜ
ひ
必
要
な
の
で
す
。

多
数

の
議
会
決

議
や

国
民
運
動

の
広
が
り

い
ま
同
和
基
本
法
の
制
定
要
請
の
運

動
は
、
本
市
議
会
の
意
見
書
採
択

（
６０

年
６
月
）
を
含
め
全
国
二
十

一
府
県
議

会
、
千
七
十
七
市
町
村
議
会
の
決
議
や
、

西
本
願
寺
派
法
主

・
大
谷
光
真
氏
を
委

員
長
と
す
る
中
央
実
行
委
員
会
や
川
合

辰
雄
九
電
社
長
を
委
員
長
と
す
る
福
岡

県
実
行
委
員
会
な
ど
全
国
的
規
模
で
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
実
行
委
員
会
も
、
こ
の
国
民
運

動
と
連
携
し
て
運
動
を
進
め
る
も
の
で

す
。

人
権
協
と
基
本
法

実
行
委

の
役
員

人
権
協

及
び
基
本

法
実
行
委

の
役

員

は
、
次

の
通
り

で
す
。

会
長

＝
寿
美
法
道

（宗
教
家

）

副
会
長

＝
水
町
好

（
父
母
教
師
会

連

合
会
長

）
、
野
間

口
天
凱

（社
会
福

祉
協

議
会
会

長

）
、
渡
辺
啓
之

郎

（

行
政
区
長
会
長

）

事
務
局
長

＝
高
橋
安
男

（市
同
和
対

策
室
長

）
、
理
事

（
実
行
委

で
は
実

行
委
員

）
＝
住
吉
満

（
人
権
擁
護
委

員

）
、
江
崎
和
男

（学
校
同
和
教
育

研
究
協
会

長

）
、
田
中

清
隆

（
解
同

三
支
部
連
協
会

長

）
、
吉

田
義
彦

（企
業
内
同
和

問
題
研
修
推

進
協
議

会
筑
後
市
ブ

ロ
ッ
ク
代
表

）
、
下

川

郁
男

（市

社
会
教
育

課
長

）

問

　

大
蔵
住
宅
差
別
事
件

と
は

（解

説
）

こ
の
事

件

は
、
昭
和

五
十

二
年

、
県

内

で
発
生

し
な
が

ら
現
在

さ
ら

に
拡

大
中

で
す
。
内
容

は
、

Ａ
が
大
蔵
住

宅

の
分
譲
住
宅
を
購

入
し
た
が
、
そ

こ
は
同
和
地
区
だ

と
知
り
買
戻

し
を

請
求

し
た
が
拒
否

さ
れ
、

「
同
和
地

区
と
知
ら

せ
な

い
の
は
詐
欺
だ
≒
○

○

は
同
和
地
区
だ
」

と

い
う
内
容

の

差
別
ビ

ラ
を
、
度
重
な

る
注
意
を
無

視

し
県
内
各
地

に
大
量

に
ば
ら
撤

い

て

い
る
悪
質
な
も

の
で
す
。

同
和
問
題
は
、
基
本
的
人
権
の
問

題
で
あ
り
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
で

す
。
こ
の
た
め
昭
和
四
十
年
の
同
対

審
答
申
以
後
、
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
か
ら
地
域
改
善
対
策
特
別
措

置
法
に
至
る
同
和
対
策
事
業
の
進
展

に
よ
っ
て
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
部
落
差
別
の
実
態
を
み
る

と
多
く
の
残
事
業
は
勿
論
、
雇
用
や
教

育
問
題
等
は
未
解
決
で
あ
り
、
差
別
事

象
も
悪
質
化
の
傾
向
さ
え
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
は
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
現
行
の
地
域

改
善
対
策
特
別
措
置
法
が
、
来
年
二
月

末
で
期
限
切
れ
を
迎
え
由
々
し
き
事
態

と
な
り
ま
す
。
現
実
は

、
今
後
さ
ら
に

法
的
措
置
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
筑
後
市
議
会
で
は
、
昨

年
６
月
定
例
議
会
で

「同
和
対
策
に

関
す
る
基
本
法
の
制
定
に
関
す
る
意

見
書
」
を
採
択
し
、
政
府
に
要
望
し

て
い
ま
す
。
こ
の
議
会
決
議
に
の
っ

と
り
本
国
、
人
権
の
確
立
を
め
ざ
す

市
民
の
名
に
お
い
て
、

「同
和
問
題

早
期
解
決
の
た
め
の
基
本
法
」
を
す

み
や
か
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
政
府
に

要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
会
決
議

（要
旨
）
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第
十
八
回
市

議
会

（
臨
時
会

）
が
、

七
月

二
十

一
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど

の
議
会

は
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「
紅
葉
園
」
新
築
、

羽
犬
塚
小
学
校

校
舎

改
築

の
工
事
請
負

契
約

の
締
結
と

機
構
改
革

に
伴

い
、
保
健
管

理
課
と
環

境
課
を
市
議
会
厚
生
委
員
会
の
所
管
に

す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
上
原

々
区
か
ら
野
町
区

（総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
南
側
）
へ
移
転
新
築
す
る
も
の
で

す
。可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
紅
葉
園
新
築
本
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（工

事
契
約
金
額
は

一
億
七
千
八
百
万
円
）

■
羽
犬
塚
小
学
校
校
舎
改
築
本
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（工
事
契

約
金
額
は

一
億
八
千
七
百
五
十
万
円
）

田
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

み

ん

な

公 で

共 守

用 ろ

財 う

産

公
有
の
水
路
や
ク
リ
ー
ク
は
、
市
有

用
悪
水
路
管
理
条
例
に
よ
っ
て
筑
後
市

が
管
理
し
て
い
ま
す
。

市
長
の
許
可
を
う
け
な
い
で
物
を
捨

て
た
り
、
埋
め
立
て
た
り
、
占
用
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

違
反
し
た
と
き
は
、
原
形
復
旧
を
命
令

し
た
り
、
十
万
円
未
満
の
罰
金
な
ど
、

罰
則
を
適
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
路
や
ク
リ
ー
ク
の
無
断
埋

め
立
て
を
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ

市
役
所
土
木
課

（電
工
ニ
ー
四

一
一
一
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
共
用
財
産
は

″
み
ん
な
で
監
視
し

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
″

里

道

。

水

路

は

国

有

地

で

す

宅
地
造
成
を
始
め
よ
う
と
す

る
田

・

畑

・
山
林

・
そ

の
他

の
土
地

に
、

小
道

（
農
道
、
里
道

）
や
田
ん
ば

に
水
を
引

く
た
め

の
小
濤

（
水
路

）
が
あ

り
ま
せ

ん
か
。

ま
た
、
す

で
に
宅
地
造
成
を

終
え
た

土
地

（
区
域

）
の
中

に
あ

り
ま

せ
ん

で

し
た
か
。

こ
れ
ら

の
農
道
、
里
道
、
水
路

の
ほ

と
ん
ど
は
公
共

施
設
と
し

て
造

ら
れ
た

も

の
で
、
国
有
財
産

で
す
。

個

人

の
利
益

の
た
め
、
勝
手

に
潰

し

た
り
、
付

け
替

え
た
り
、

埋
め
立

て
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

里
道
や
水
路
を
潰
し
た
り
、
埋
め
立

て
た
り
す
る
と
き
は
、
国
の
許
可
を
も

ら
っ
て
、
代
わ
り
の
施
設
を
造
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
里
道
や
水
路
が
自
然
に
潰
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
付
け
替
え
ら
れ
た
り
し

て
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
国
有

地
で
す
。

国
有
地
を
自
分
の
も
の
に
す
る
に
は

国
か
ら
払
い
下
げ
を
う
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
無
断
で
国
有
地
を
使
っ
て

い
る
と
思
わ
ぬ
不
利
益
を
う
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
務
局
で
公
図

（字
図
）
を
調
べ
て

み
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。

国
有
地
の
こ
と
で
の
問
い
合
わ
せ
は

土
木
課
管
理
係

（電
五
二
―
四

一
一
一
）

へ
。

婦
人
少
年
室
協
助
員
に

森

田

か

ず

子

さ

ん

輝
保
育
園
の
園
長
森
田
か
ず
子
さ

ん

（大
和
区
）
が
、
労
働
大
臣
か
ら

四
月

一
日
付
で
婦
人
少
年
室
協
助
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

婦
人
少
年
室
協
助
員
は
、
婦
人

・

勤
労
青
少
年
行
政
を
地
域
ま
で
侵
透

さ
せ
、
行
政
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
に
委
嘱
す
る
も
の
で
、
身
分
は
非

常
勤
の
国
家
公
務
で
す
が
、
む
し
ろ

民
間
の
側
に
あ
っ
て
比
較
的
自
由
な

立
場
か
ら
枠
に
は
ま
ら
な
い
方
法
で

婦
人

・
青
少
年
問
題
の
解
決
に
あ
た

ら
れ
ま
す
。

悩
み
や
相
談
ご
と
を
お
も
ち
の
方

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
森
田

さ
ん
の
住
所
は
、
西
牟
田

（大
和
）

六
蜜
一工
（、

（電
王
と
一買
こ

で
す
。

県

職

員

を

募

集

県
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

國
試
験
日
　
十
月
十
九
日

（日
）

⑮
試
験
区
分
　
中
級
＝
行
政
事
務
、

学
校
事
務
、
警
察
事
務
、
栄
養
士

初
級
＝

一
般
事
務
、
学
校
事
務
、
警

察
事
務
、
土
木
、
農
業
上
木
、
林
業

醒
受
験
資
格
　
中
級
＝
昭
和
３６
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
４２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、
栄
養

士
は
免
許
取
得
者
ま
た
は
昭
和
６２
年

５
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

初
級
＝
昭
和
３８
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
４４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
。
た
だ
し
、
大
学
の
在
学
期
間
が

２
年
を
超
え
る
者
を
除
く

０
受
付
期
間
　
９
月
１
日
～
１３
日

詳
し
く
は
、
福
岡
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課

（電
〇
九
二
―
六
四

一
―
三
八
八
三
）
へ
。

入
国
警
備
官
を
募
集

―
高

卒

程

度

―

法
務
省
で
は
、
入
国
警
備
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

①
受
付
　
８
月
２２
日
～
９
月
４
日

詳
し
く
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局

総
務
課

（電
望
‐
表
７
空
〓
）
へ
。

吟
詠

・
剣
詩
舞
道
大
会

八
女
地
区
吟
詠
連
合
会

（井
口
城

勝
会
長
）
で
は
、
次
の
と
お
り
第
十

七
回
吟
詠
剣
詩
舞
道
大
会
を
開
き
ま

す
。入

場
無
料
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご

観
賞
く
だ
さ
い
。

④
と
き
　
九
月
七
日
（日
）午
前
九
時

國
と
こ
ろ
　
八
女
市
町
村
会
館

嘲
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高
齢
化
と
疾
病
構
造
の
多
様
化
に
伴

い
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
老
人
保
健
法

が
制
定
さ
れ
て
保
健
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
筑
後
市
で
も
合
理
的
に

事
業
を
進
め
、
市
民
の
健
康
増
進
な
ど

に
適
切
に
対
処
で
き
る
事
務
処
理
体
制

を
確
立
す
る
た
め
、
人
月
一
日
付
で
機

構
改
革
を
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

と
衡
生
課
保
健
衛
生
係
を
統
合
し
て
保

健
管
理
課
を
新
設
。
衛
生
課
環
境
公
害

係
を
環
境
課
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
土
木
課
失
対
事
業
係
を

土
木
課
維
持
係
に
、
都
市
対
策
課
環
境

係
を
都
市
対
策
課
開
発
係
に
名
称
を
変

更
し
ま
す
。

（下
の
機
構
図
と
配
置
図

を
ご
か
照
く
だ
さ
い
）

さ
ら
に
、
市
税
な
ど
の
収
納
事
務
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
税
務
課
納
税
管
理

係
に
主
査

（係
長
担
当
職
）
を
配
置
し

ま
す
。事

務
室
も

一
部
移
転

機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り

一
部
の
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。

■
保
健
管
理
課
―
↓
南
別
館

（衛
生
課

の
跡
）

■
環
境
課
―
↓
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡

な
る
、
市
民
課
は
従
来
の
と
お
り
で

移
転
し
ま
せ
ん
。

▼
人
事
異
動
▲

機
構
改
革
と
同
時
に
、
八
月

一
日
付

で
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
課
長
、
係
長
職
を
掲
載
。
カ
ッ
コ

内
は
前
職
名
で
す
。

〔昇
任
昇
格
〕

課
長
職
＝
環
境
課
長

（税
務
課
固
定
資

産
税
係
長
）
中
島
広
行

係
長
職
＝
同
和
対
策
室
同
和
対
策
係
長

（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課

）
黒

田
洋

〔配
置
換
〕

係
長
職
＝

税
務

課
固
定
資
産
税
係
長

（

福
祉
事
務
所
福
祉
係
長

）
田
中
幸

夫
、

水
道
局
工
務
係
長

（農

地
整
備

課
農
業

土
木
係
長

）
永
松

一
徳
、
税
務

課
税
務

主
査

（
土
木

課
管

理
係

長

）
塚
本
芳

功

農
地
整
備

課
農
業
土
木
係
長

（
土
木

課

土
木
係
長

）
大
薮
勝
、
老
人
米

―
ム
紅

葉
園
係
長

（
同
和
対
策
室
同
和
対
策
係

長

）
荻

野
繁
彦
、
土
木

課
管

理
係
長

（

農
業
委
員
会
事

務
局
次
長

）
永
松

典
曽

喜
、
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

（老

人

ホ
ー
ム
紅
葉

園
係
長

）
光
延
斌
、
土
木

、

課
土
木
係
長

（
水
道
局
工
務
係
長

）
小

山
茂

、
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長

（
市

民

課
市
民
係
長

）
中
，村
真

一

〔機
構
改
革
〕

課
長
職
＝

保
健
管

理
課
長

（
衛
生
課
長

）

橋
本
和

坦
、
市

民
課
長
兼
市
民
係

長

（

市
民
課
長

）
吉

田
元
亮

〔係
長
職
〕
＝

保
健
管

理
課
国

民
健
康

保
険
係
長

（市
民
課
国
民
健
康
保
険
係
長
）

延
文
雄
、
保
健
管

理
課
衛
生
係

長

（
衛

生
課
保
険
衛
生
係
長

）
後
藤
秀
夫
、
環

境
課
衛
生

セ

ン
タ
ー
場
長

（
衛
生
課
衛

生

セ

ン
タ
ー
場
長

）
白
鳥
勝
司
、
環
境

課
環
境
公
害
係

長

（
衛
生
課
環
境

公
害

係
長

）
山

口
逸
郎
、
土
木
課
維
持
係
長

（
土
木
課
失
対
事
業
係
長

）
樽

見
久
登

都
市
対
策

課
開
発
係
長

（
都
市
対
策
課

環
境
係
長

）
小
山
田
岩
雄

・一・・一一
　

　

一

機 構 図 (8月 1日 付、関係課のみ)

(I日)         (新 )

市民課
[旨

衛生課
[念

民  係→ 市  民
民 年 金 係→ 国 民 年 金
民健康保険係→ 国
健 衛 生 係→ 衛  生

rn3笙 霧f£尋笹]

市 民 課

保健管理課

境 課

ヽ   1

↑今  ↑

事務室配置図=1階 のみ

国
中
庭

環境課
書庫

水道局
商
工
観
光 土木課

都市対策課

市
民
課

農地整備課

W

中
庭

農政課

市 民 会 館

保健 セ ンター

保健管理課

福祉事務所

→

″
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）
保
健
衛
生
だ
よ
り
り
ほ
け
ん
え
い
せ
い
　
）

保
健
衛
生
だ
よ
り

軽
症
高
血
圧
で
も

合
併
症

の
人
が
多

い

―

一
般

検

診

の
専

門

的

調

査

結

果

―

昨
年
十
月
に
実
施
し
た
一
般
健
康
診
　
　
合
併
症
の
あ
る
人
が
半
数
以
上
あ
り
ま

断
結
果
を
、
前
月
に
続
い
て
健
康
づ
く
　
　
し
た
。

り
推
進
協
議
会
会
長
丸
岡
三
夫
先
生
に
　
　
　
ウ」れ
は
、
軽
症
高
血
圧
者
で
も
将
来

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
に
な
る
危
険
信

号
の
保
持
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

循

環

器

班

の

報

告

　

い
手

。
医
話

ほ

家

丘

暮

理
、
食
事
指
導
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

日
本
人
の
死
亡
原
因
は
、
悪
性
新
生
　
　
薬
物
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

物

（が
ん
）
に
次
い
で
心
臓
病
、
脳
血
　
　
　
今
回
の
検
診
で
一
五
ど
の
高
血
圧
者

管
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
食

生
活
が
欧
米
化
す
る
に
つ
れ
、
さ
ら
に

循
環
器
疾
患
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
検
診
で
、
高
血
圧
と
診
断
さ

れ
た
人
は
三
百
五
十
三
人
、
総
受
診
者

の
一
五
雀
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
百
二
十
六
人
の
方
が
治
療
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
未
治
療
高
血
圧
者
を
Ｉ
群

（拡

張
期
血
圧
＝
最
低
血
圧
が
九
〇
～

一
〇

四
）

Ⅱ
群

（同

一
〇
五
～

一
一
四
）

Ⅲ
群

（同

一
一
五
以
上
）
に
分
け
ま
し

た

〔表
１
〕
　

Ｉ
群
百
十
二
人
、
Ⅱ
群

十
二
人
、
Ⅲ
群

一
人
で
、
Ｉ
群
の
中
に

は
、
す

で
に
尿
蛋
白
陽
性
、

心
電

図
異

　

　

１

常

、
眼
底

異
常

、
高

脂
質
血
症
な
ど

の
　

　

表
一

広報 ち くご

未治療者の重症度別合併症者数

(注)横の集計は、高脂質血症と心電図異常などが合併症とし
て重複しているため、未治療者数とは合致しません。

表 2.糖尿病の精密検査結果

( )は 糖尿病精密総数からみた割合

昭和 61年 8月 1日  389号

四 ヶ所 公民館 で

8月 22日 夜7:30分から

が
み
つ
か
り
ま
し
た
が
、
全
国
平
均

（

約
三
〇
ど
）
よ
り
低
く
、
こ
れ
ま
で
の

保
健
活
動
の
成
果
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。一

方
、
高
血
圧
と
わ
か
っ
て
い
て
も

放
置
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
軽
症
で
あ
っ
て
も
、
早
期

か
ら
専
門
的
管
理
指
導
を
う
け
ら
れ
ま

す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

糖

尿

病

班

の

報

告

―
意
外
に
多
い
糖
尿
病
―

糖
尿
病
だ
と
疑
わ
れ
る

″の
ど
が
か

わ
く
″　
″体
童
の
減
少
″　
″手
足
が
し

び
れ

る
″
な
ど

の
自
覚
症
状
が
あ

る
人

と
、
尿
検
査

で
尿
糖

陽
性

の
人
を
対
象

に
、
精
密
検
査
を
行

い
ま
し
た
。

そ

の
結
果

、
七
十
七
人
中

四
十

六
人

が
糖

尿
病

と
診
断

さ
れ
、
今
回
、
ダ

め

て
糖
尿
病

と
判

明
し
た
人
は
、

二
十

四

人

に
も
な

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
糖

尿
病

と
診
断

さ
れ
た
人
は
、
肥
満

、
ま
た
は

肥
満
傾
向

に
あ

り
、
肥
満

が
糖

尿
病

の

発
病

に
大

き
く
関
係

し

て

い
る

こ
と
を

示
し

て

い
ま
す
。

合
併
症
が
あ

る
人
も
多

く

（
約
五
人

ど

）
個
別
指
導

や
治
療

が
必
要

で
す
。

今
後
健
康
教
育
を
通

じ
、
食

生
活
改
善

を
普

及

さ
せ
る
よ
う
望

み
ま
す
。

以
上
、
各
専
門
班

の
ま
と
め
を
報
告

今
回
の
検
索
で
検

診
の
重
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
検
診
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん

は
、
漏
れ
な
く
検

診
を
う
け
ら
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
会
長

医
師
　
丸
岡
三
夫

下 北島公民館 で

3月 29日 夜7:30分から

講師山崎博愛先生ほか

多数ご参加ください

重症度
未治療

者 数 肥 満
高】旨質

血 症
尿蛋白

陽 性
眼 底
異 常
心電図

異 常

尿 中
NAG
高 値

計 126
人

52 15 16 15 64 8

I類 112 45 14 5 12 53 7

Ⅱ 類 13 6 0 1 3 10 1

Ⅲ 類 1 1 1 0 0 1 0

項 目 人   員 割   合
一 般 検 診 受 診 者 1,706ノ( 100.Oο/ο

精 密 検 査 570 33.4

糖

尿

病

精

密

総 数 77 (10① 4.5

自 覚 症 状 27 (35,01.6

治   療   中 17 (22.1)1.0

治 療 中 断 5 (6.5)0.3

尿 糖 28 (36.り 1.6

|||■01■

講師丸岡三夫先生ほか
を開きます

(6)
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予

防

接

糎

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■

三
種
混
合

（
ジ

フ
テ
リ
ア

・
百
日
咳

・
破
傷

風
）

‐３
日
　
筑
後

・
松
原

・
筑
後
北

・
羽
犬

塚
校
区

２７
日
　
西
牟
田

・
古
川

・
水
田

，
水
洗

下
妻

・
古
島

・
三
川
校
区

団
対
象
者
は
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
、

四
十
八
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
す
。

一
期
は
、
二
歳
に
な
っ
て
か
ら
毎
月

続
け
て
三
回
し
ま
す
。
二
期
は

一
期
終

了
後

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に
一
回
し

ま
す
。
こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
七
十
二
カ
月
を
限
度
に
二
種

混
合

（ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健

康

相

談

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
の
午
後

一
時
三
十
分
か

ら
二
時
三
十
分
ま
で
受
付
。
伊
藤
先
生

が
担
当
で
す

■
保
健
セ
ン
タ
ー

ー
日
と
１５
日

（第

一
。
第
二
金
曜
日
）

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
十

一
時
三
十
分

ま
で
受
付

■
農
協
馬
間
田
支
所

８
日

（第
二
金
曜
日
）
午
前
十
時
二
十

分
か
ら
十

一
時
三
十
分
ま
で
受
付

■
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２２
日

（第
四
金
曜
日
）
午
前
十
時
二
十

分
か
ら
十
一
時
二
十
分
ま
で
受
付

●
金
曜
日
の
相
談
は
、
い
ず
れ
も
平
井

先
生
が
担
当
で
す

■
津
島
西
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

‐２
日

（火
）
津
島
西
区
を
対
象
に
、
午

後
一
時
二
十
分
か
ら
二
時
二
十
分
ま
で

受
付
。
馬
田
先
生
が
担
当
で
す

■
蔵
数
公
民
館

知
日

（本
）
蔵
数
区
を
対
象
に
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
二
十
分
ま
で
受

付
。
吉
山
先
生
が
担
当
で
す
。

最
寄
り
の
相
談
会
場
へ
お
誘
い
合
わ

せ
て
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

な
お
、
四
十
歳
以
上
の
方
は
健
康
手

帳
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て

い
な
い
方
は
、
会
場
で
渡
し
ま
す
。

看

護

講

習

会

を

開

き

ま

す

県

と
看
護
協
会

で
は
、
看

護
婦

さ
ん

な

ど

の
不
足

に
対
処
す

る
た
め
、
家
庭

に

い
る
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看

護
婦
、

准
看
護
婦

の
資
格
を

持

っ
て

い
る
方
を

対
象

に
、
次

の
と
お
り
講
習
会

（
潜
在

看

護
力

活
力
講
習
会

）
を

開
き
ま
す
。

再
就
職

の
た
め

の
講
習
会

で
す
。
希

望
者
は
八
女
保
健
所

へ
申
し
込
ん

で
く

だ

さ

い
。

口

と
き
　
九
月

八
日
か
ら
十
二
日
ま

で

口

と

こ
ろ
　
聖

マ
リ

ア
病
院

（久

留
米

）

園

申
込
締
切
　

八
月
二
十
日

口

募
集

人
員
　
四
十
人

詳
し
く
は
、
八
女
保
健
所

（
電
Я

四

一〓
〒

〓
≡

）

へ
お
尋
ね
く
だ

さ

い
。

校

　

　

診

保
健

セ
ン
タ

ー

ー
時

３０
分
～

２
時

３０
分

■
乳
児

（四
カ
月
児
）
検
診

２６
日
　
６．
年
４
月
生
ま
れ
の
乳
児

身
長
・
体
重
測
定
の
ほ
か
、
内
科
医
と

整
形
外
科
医
に
よ
る
発
育
状
態
の
検
査

が
あ
り
ま
す
。

■

一
歳
半
児
の
検
診

（個
人
通
知
済
）

４
日
　
６０
年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児

間
診
、
身
長
、
体
重
測
定
、
歯
科
医

に
よ
る
歯
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

″
虫
歯
予
防
″
の
ス
ラ
イ
ド
が
映
写
さ

れ
ま
す
。

麻
し
ん

（は
し
か
）
の
予
防
接
種
の

問
診
票
も
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

妊

婦

綱

談

■
第
二
。
第
四
本
曜
日
　
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
受
付
。

初
妊
婦
を
対
象
に
、
妊
娠
中
お
よ
び

産
後
の
生
活
指
導

・
保
育
に
つ
い
て
の

指
導
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
初
妊
婦

へ
母
子
手
帳
を
渡
し
ま
す
。
初
妊
婦
の

方
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

言

血
圧

教
室

動
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

＝
日

（月
）
が
最
終
講
座
で
す
。
午
前

中
は
減
塩
料
理
の
調
理
実
習
、
年
後
は

高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
い
か
に
実

践
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
九
岡
先
生
の

お
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
閉
講
式
で

す
。
教
室
生
の
方
は
、
最
後
ま
で
全
員

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

3害 追 放
。たばこ…控えめに

● 塩 ・-1日 109程度に
●肥 満…標準体重に

松永 秀美ちやん
(昭 和60年 4月 21日 生 )

松永秀喜さん (34X啓子さん

(35)の 3女。 〔中折地区〕

一日中、大はしゃぎ。お父

さんが大好きで、気分屋さん

です。「朗らかで心の優しい

人に育つて」と啓子さん。

赤
ち
ゃ
ん
登
場

⑫

υ
保
健
衛
生
だ
よ
切
り
ほ
け
ん
え

い
せ
い

(7)
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情

報

暮
ら

し

シー トベル ト着用推進重助

(0月 ,日 -0月 20日 )

大 豆 作 りで 九 州 農 政 局 長 賞

井口港 さん (下妻区、61歳)が昭和
60年度福岡県大豆作経営改善共進会で

最優秀賞 に輝 き、九州農政局長賞 を手

にした。 (6月 30日 受賞 )
井口さんは、大豆 (フ クュ タカ)を
56.7ア ールをイ乍イ寸、J又穫量は10ア ール

当たり 302k9と 質量 ともに最高点だっ

た。井回さんは、水田 125ア ールを耕

作する専業農家で、「賞状 をもらったの

は小学校のとき以来です」 と受賞 を喜

んでいた。

勝 ち進 ん だ筑 後 市 の 6チ ーム

20日 、水田コミュニティ球場、水田

小学校、ロッテ球場で筑後地区少年野

球選抜大会が始まった。

大会には、福岡、佐賀、久留米、三

淋、城島、大川、八女などから32チ ー

ムが参加。 1回戦から熱戦がくり広げ
られ、筑後市のチーム (古 ,IIジ ュニア

ーズ・松原ライオンズ・水田ボーイズ

水洗スターズ・羽犬塚サンボーイズ・

筑後ジャダーズ)は 2回戦に勝ち進ん
だ。 〔写真は、松原ライオンズ:北 )H

内ジャガーズ戦=結果は4:3〕

(3)

H召和 61年 8月 1日  389号

２２

日

ま

で

に
提

出

を

／

―
国
民
年
金
証
書

（緑
色
の
手
帳
）
―

寺
公
民
館
、
午
後
二
時
～
三
時
＝
水
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
会
所

老
齢
福
祉
年
金
は
、
毎
年

一
回
本
人

や
家
族
の
所
得
な
ど
を
調
査
し
た
う
え

で
、　
一
年
間
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
き
め
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
十

一
月
に
受
け
取
る
老
齢
福
祉
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
期
限

（二
十
二
日
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
戸
籍
、
住
民
票
な
ど
の
窓
口
　
市
役

所
の
窓
回
業
務
は
平
常
ど
お
り
行
い
ま

す
。第

２

・
第
３
土
曜
日
は

市

金

庫

も
休
み
で
す

銀
行
な
ど
金
融
機
関
で
は
、
八
月
か

ら
全
国

一
斉
に
、
従
来
の
毎
月
第
二
土

曜
日
の
休
み
に
加
え
、
第
二
土
曜
日
も

休
み
に
な
り
ま
し
た
。

市
金
庫

（市
役
所
内
の
福
岡
銀
行
筑

後
支
店
派
出
所
）
も
、
毎
月
第
二

・
第

二
土
曜
日
は
休
み
に
な
り
ま
す
の
で
、

税
金
な
ど
の
公
金
払
込
み
や
、
工
事
等

代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
取
扱
い
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。会
計
諜

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

参
　
加
　
し

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
を
中
心
に
、

次
の
と
お
り
第
二
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

り
を
開
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

④
と
き
　
八
月
二
十
四
日

（日
）
午
前

九
時
か
ら

⑬
と
こ
ろ
　
船
小
屋
中
ノ
島
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

鰻
参
加
資
格
　
市
内
居
住
者
で
隣
組
な

ど
行
政
区
単
位
以
下
の
チ
ー
ム

（九
人

以
上
）

畷
申
し
込
み
　
参
加
料
千
円
を
添
え
て

八
月
十
八
日

（月
）
ま
で
に
社
会
教
育

課
対
育
係
へ
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
、
体
育
係

（電
五
三
―
二
五

一
六
）
へ
る
尋
ね
く

だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金

（無
拠
出
制
）
を
も

ら
っ
て
い
る
方
は
、
八
月
の
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
証
書

を
市
役
所
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い

（提
出
期
限
は
、
二
十
二
日
ま

で
で
す
）

な
る
、
八
月
九
日
ま
で
に
年
金
受
給

申
立
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
印
鑑
を
押
し
て
年
金
証

書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
会
場
で
も
受
付
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

‐８
日
（月
）
午
前
十
時
～
十

一
時
＝
溝
口

公
民
館
、
午
後
二
時
～
三
時
＝
馬
間
田

公
民
館

‐９
日
（火
）
午
前
十
時
～
十

一
時
＝
寛
元

お

盆

休

み

―
ご
み
収
集

・
病
院
な
ど
―

お
盆
の
た
め
、
十
五
日

（金
）
と
十

六
日

（土
）
は
市
役
所
、
市
立
病
院
な

ど
の
業
務
を

一
部
休
み
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
　
十
五
日

（金
）
、
十
六

日

（土
）
は
休
み
。

こ
の
日
、
収
集
予
定
区
域
の
家
庭
は

次
回
収
集
日
ま
で
待

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
　
十
五
日

（金
）
、

十
六
日

（土
）
は
休
み

田
市
立
病
院
　
十
五
日

（金
）
、
十
六

日

（
土

）
は
外
来
休
診

（
た
だ
し
、
急

患

を
除

く
）

■
勤
労
婦
人
セ
ン
タ

ー
　

十

五
日

（金

）

十

六
日

（
土

）
は
休

み

■
窓
ケ
原
体
育
館

、
水
田

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ

ー

・
集
会
所

・
プ

ー
ル

・
郷

土
資
料
館
　
十

五

日

（金

）
、
十

六
日

（
土

）
は
休

み

よ 祭
し,
う に
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八
月

一
日
か
ら
十

日
ま
で
食
品
衛
生
旬

間
で
す
。
食
中
毒
が

多
発
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
夏
を

健
康
に
過
ご
し
ま
し

よ
う
。

■
ネ
ズ

ミ
、
ゴ
キ
ブ

リ
、

ハ
エ
を
駆

除

し

て
清
潔

に
し
ま
し

ょ
う
。

■
手
指

の
切
り
傷
、
化
濃
巣
は
食
中

毒

の
原

因
、
注
意

し
ま
し

ょ
う
。

■
手
指
は
石
ケ

ン
で
十
分
洗

い
清
潔

に
し
ま
し

ょ
う
。

■
生
も

の
は
で
き

る
だ

け
避
け
、
加

熱
調
理
し
た
も

の
を
食

べ
ま
し

ょ
う

■
仕
出

し
、
弁
当
、
鎌
盛
類

は

で
き

る
だ

け
早
目

に
食

べ
ま
し

ょ
う
。

■
冷
蔵
庫
内

の
温
度

は
、

５
度
位

に

な
る
よ
う
調
節

し
ま
し

ょ
う
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

人
権

講
座

（
１

・
６

・
８
日
）、
文

化
財
講
座

（
２

・
９
日
）、
社
交

ダ

ン

ス
講
座

（
４

・
５

ｏ
ｌ９

。
２６
日
）、
竹

細
工
講
座

（
５

ｏ
ｌ２

・
・９
日
）、
女
性

セ
ミ
ナ
ー

（
６

・
２７
日
）、
料

理
講
座

（
６

・
２０
日
）、
親

と
子

の
折
り
紙
教

室

（
７

・
２２
日
）、
高
齢
者
講
座

（
７

２．
日
）、
婦
人
大
学
＝
白

バ

ラ

（
１９
日

）

古

川
校
区
婦
入
学

級

（
２．
日
）、
健
康

美
容
体
操
講
座

（
２７
日
）

食中毒を防ごう/

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

―
成
人
病
予
防
対
策
―

衛
生
課
で
は
、
成
人
病
予
防
対
策
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
リ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
き
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
検
診
率
を
高
め
る

た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
も

の
で
す
。
行
政
区
長

・
校
区
婦
人
会
長

・
農
協
婦
人
部

・
老
人
ク
ラ
ブ
校
区
会

長
さ
ん
な
ど
、
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

⑬
と
き
　
八
月
二
十
八
日

（木
）
午
後

一
時
二
十
分
か
ら

国
と
こ
ろ
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

醒
テ
ー
マ
　
成
人
病
に
つ
い
て

⑮
応
募
締
切
　
九
月
五
日

（金
）
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

醒
入
賞
作
品
の
発
表
　
十
二
月
十
三
日

「障
害
者
の
日
」
記
念

「広
が
る
希
望

の
つ
ど
い
」
の
会
場
で
、
そ
の
主
張
を

本
人
か
ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

畷
応
募
先
と
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県

民
生
郡
障
害
福
祉
課

（
〒
８‐２
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
七
引
七
（
電
〇
九
二
十
六

四

一
―
四
七
六

一
）

つ

も

る

話

は

土

。
日
の
割
引
通
話
で
／

七
月
十
九
日

（土
）
か
ら
土
曜
日
の

通
話
料
金
が
お
安
く
な
り
ま
し
た
。

土
曜
日
の
昼
間
に
六
十
ま
所
を
超
え

る
地
域
へ
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
は
、

日
曜

・
祝
日
と
同
じ
く
平
日
昼
間
の
約

四
割
引
き
に
な
り
ま
し
た
。

（土
曜

・

日
曜

・
祝
日
の
昼
間
は
、
夜
間
割
引
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）

一-6月 の人の動き
出 生    37人

死 亡    29人
人口計 43,320人

(前月より33人増)

男   20,656人
1 女   22,664人
世帯数 11,451戸

―
住民基本台帳から

′ 6月 の交通事故状況 、

発生作数 32件 (161)

負傷者数 40人 (222)
死亡者数  0人 (1)
※ 0)内 は1月 から6

月までの累計です。

◎死亡事故「ゼロ」は128日

(6月 30日現在〉

―筑後市交通安全対策協議会資料 一

意
見
や
体
験
を
発
表
し
ま
せ
ん
か

―
障

害

者

の
主

張
募

集

―

県
で
は
、
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
の

意
見
や
体
験
な
ど
を
発
表
し
て
い
た
だ

く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
本
人
、
ま
た
は
障
害
児
者
を

か
か
え
ら
れ
て
い
る
家
族
の
方
は
日
頃

か
ら
考

え
ら
れ

て

い
る

こ
と
を

発
表

し

て
み
ま

せ
ん
か
。

國

テ
ー

マ

　

″
私
が
思
う

こ
と
″
　

″
と

も
な

ち

″
　

″夢

″

（障
害
者
本

人
と
家

族

の
共
通

の
テ
ー

マ
と
す

る
）

⑬
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
五
枚

以

内
、
冒
頭

に
テ
ー

マ
を
、
末
尾

に
住
所

氏
名
、
性
別
、
障
害
種
別
、
本

人
ま
た

は
家
族

（続
柄

）

の
別
、
連
絡
先

（
電

話
番
号

）
を
書
く
。
黒

の
万
年
筆

か
ボ

ー
ル
ペ

ン
に
限

る
。
視
力
障
害

の
方

は

点
字

で
の
応
募

も

で
き
ま
す
。

口
応
募
資
格
　
県
内
居
住

の
障
害

児
者

と
そ

の
家
族

）

ホタル保存会に感謝状
第38回 国土建設週間にあたり、筑後

市ホタル保存会 (長瀬尊会長)に建設

省九州地方建設局長から17日 、福岡電

気ビルで感謝状が贈られた。  |  、
表彰式では、河川環境美化運動優良

団体 (13団体)が表彰されたが、そのう

ちホタル復活事業に感謝状力淑曽られた

のは筑後市ホタル保存会だけだった。

下妻小で市内少年剣道大会
13日 、下妻小学校の新しい体育館で

市内少年父」道大会が開かれた。市内の

各小学校から参加した剣士たちは、お

父さんお母さんの声援をうけながら熱

戦を繰り広げた。成績は次のとおり

〔団体〕高学年の部 優勝=古島 A、
準優勝=羽犬塚 B、 3位 =酉牟田・A・

羽犬塚 AЬ 低学年の部 優勝=筑後 A
準優勝=水田 A、 3位 =古川 A・ 水洗

A。

〔個人〕高学年の部 優勝=宮原一豪
(水田)、 準優勝=種岡訂 (西牟田)、

3位 =高野光博 (下妻)・ 中島征弘 (

古島) 女子の部 優勝=大塚いつ子

(筑後)準優勝=宍戸雅美 (筑後)、

3位 =榎 リカ (羽犬塚)。 今村陽子 (

筑後 )

(9)
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カットは、青年サークル

近本 篤人さん (志 )

家
庭
と

文
化

鬱 譲誠猛迎
〔児童向き〕 団岡田ゆたか「ぼく
の田J」  団立原えりか「しろいおく
りもの」 団かこさとし「ぞぅのむ
らのそんちょうさん」 団マイケル
ジェイ「宇宙へのたび」 団笠原邦
彦「おり紙メルヘン」 園前川光「
星座12か月」 廻灰谷健次郎「うみ
にあるのはあしただけ」 団ジェィ
ベネット「誕生日の殺人者」 団杉
村昇「野の草花図鑑」

〔一般向き〕 廻ぎょぅせぃ「名水

百選」 団ビル・ランドレス「ネッ
トワーク犯罪入門」 団吉岡忠雄「
ソウル・ラプソディ」 団阿部直美
「この指とまれ手遊び広場」 団文
部省「高みへのステップ」 団小沢
正夫「フランスの日本古典研究」

団瀬戸内寂聴「仏のみち」 団串田
孫一「雨あがりの朝」

〔日曜開館日〕 3日  17日
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子
ど
も
に
夢
を
′

た
く
ま
し
く
豊
か
な
創
造
性
を
／

子
ど
も
劇
場
は
、
今
か
ら
二
十
年

前

（
一
九
六
六
年
六
月
）
子
ど
も
を

と
り
ま
く
環
境

（受
験
競
争

・
塾
や

お
け
い
こ
ご
と

・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の

普
及

。
一
人
っ
子
が
多
く
な
っ
た
な

ど
）
に
不
安
を
も
ち

「何
よ
り
も
子

た
ち
の
友
情
と
自
主
性

・
創
造
性
を

育
む
た
め
に
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
の
活
動

（自
主
活
動
）
を

二
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

生
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
て
豊
か
な

感
性
を
育
て
る
こ
と
、
ま
た
子
ど
も

自
身
が
多
く
の
友
達
と

一
緒
に
生
き

生
き
と
創
造
的
な
活
動
を
す
る
こ
と

は
、
生
き
た
人

間
関
係
や
社
会

的
な
体
験
を
重

ね
、
人
を
思
い

や
る
心
を
育
て

ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

今
後
の
活
動
は
、
八
月
に
キ
ャ
ン

プ
。
九
月
に
低
学
年
例
会
＝
人
形
劇

「石
の
馬
」

（九
月
八
日
午
後
六
時

三
十
分
、
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
）
。

十
月
に
高
学
年
例
会
＝
人
形
劇

「な

め
と
こ
山
の
熊

・
ツ
エ
ね
ず
み
」
を

予
定

し

て

い
ま
す
。

ま
た
高
学
年
例
会

は
、

筑
後
ブ

ロ

ッ
ク

（大

牟

田

・
柳

川

。
ち
く
ご

・

八
女

・
久

留
米

・
小
郡

）
の
子
ど
も

劇

場
が
協
力

し
な
が
ら

一
年

に
五
回

の
取
り
組
み

で
す
。
さ
ら

に

活
動

の
充
実
と
縦

の

つ
な
が

り

（
異
年

齢
集
団

）
を

つ
く

り
た

い
と
み
ん
な

で
頑
張

っ

て

い
ま
す
。

会
員
を
募
集

子
ど
も
劇
場
は
、
だ
れ

で

も
、

い
つ
か
ら

で
も
加

入
で

き
ま
す

（会
費
は
月
額
八
百

円
、

入
会
金

三
百
円

で
す

）

子
ど
も
は
四
歳

か
ら
、
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
も
ち

ろ

ん
、
お
じ

い
ち

や
ん
お
ば
あ

ち

ゃ
ん
も
青
年
も
参

加
し

て

い
ま
す
。

あ
な
た
も
子
ど
も
劇

場

に

参

加
し

て
、
み
ん
な
と

一
緒

に

「
た

く
ま
し
く
豊

か
な
創

造
性
を
も
た

せ

る
子
育

て
」
を

し
ま

せ
ん

か
。

加
入
申
し
込

み
は
、
ち
く
ご

子
ど

も
劇
場

（
電
五
三
―
六
九
九
九

）

へ
。

ど
も
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る

場
を
つ
く
り
た

い
」
と
母
親
、

青
年
の
手
に
よ

っ
て
、
福
岡
で

生
ま
れ
、
現
在
、
全
国
四
百
七
十
二

カ
所
、
四
十
二
万
人
の
組
織
と
な
り

ま
し
た
。

ち
く
ご
子
ど
も
劇
場
は
、
七
年
前

に
誕
生
し
、
現
在
で
は
七
百
六
十
五

人
の
会
員
が
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
優
れ
た
舞
台
芸
術

の
鑑
賞

（例
会
活
動
）
と
、
子
ど
も

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
①

シ
リ
ー
ズ
私
た
ち
の
仲
間

「ち
く
ご子
ど
も
劇
場
」

水

の
事
故
防
止

太
陽
の
光
の
中
で
思
い
っ

き
り
遊
び
ま
わ
れ
る
夏
は
、

″
チ
ビ
ッ
子
た
ち
″
に
と
っ

て
最
も
楽
し
い
季
節
。

海
や
山
や
川
に
、
元
気
な

は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
き
ま
す
が

一
方
こ
の
時
期
は
、
い
ろ
い

ろ
な
事
故
が
多
い
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
水
の
事
故
で

い
た
い
け
な

″
い
の
ち
″
が

失
わ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

に
ふ
れ
る
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
中
の
全
水
死
者
の
約
二
割

が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
で
、
そ
の

事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
夏
休
み
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
の
水
の
犠
牲
者

（全
国
）
を
統

計
か
ら
み
て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所
別
で
は
河
川

（百

一
人
）
が
最
も

多
く
、

つ
い
で
海

（
八
十
六
人
）
、
用
水

堀

（四
十
二
人
）
、
湖
、
沼
、
池

（四
十

人
）
、
そ
し
て
プ
ー
ル

（
二
十
八
人
）
の

順
で
す
。

■
ど
ん
な
と
き
に
命
を
落
と
し
て
い
る
か

と
い
う
と
、
水
泳
中

（百
二
十
二
人
）
が

い
ち
ば
ん
多
く
、

つ
い
で
水
遊
び
中

（
八

十
七
人
）
、
魚
釣
り

（
二
十
五
人
）
、
通

行
中

（十
六
人
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
が
楽
し
い
思
い
出
の
日
記
帳
と

な
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

(lo)


